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「
七
月
の
梅
雨
明
け
か
ら
始
ま
っ
盂
蘭
盆
会
」

初
盆
を
お
迎
え
の
方
々
の
「
自
宅
法
要
」

「
本
堂
家
族
法
要
」
を
七
月
か
ら
お
勤
め

し
な
が
ら
、
八
月
九
～
十
二
日
の
「
合
同

法
要
」
は
四
五
〇
名
の
方
々
を
お
迎
え
し

て
勤
め
ま
し
た
。
十
日
～
十
二
日
は
小
雨

で
思
い
の
外
涼
し
い
お
盆
で
し
た
。

今
年
の
合
同
法
要
で
の
法
話
テ
ー
マ

「
死
が
縁
遠
く
な
っ
た
今
」

要
約
・
・
・
現
代
の
社
会
で
は
、
家
族

の
死
が
、
家
庭
か
ら
離
れ
た
場
所
、
施
設

や
病
院
で
迎
え
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
で
す
か
ら
、
人
の
死
と
縁
遠
く
な

っ
て
い
る
の
が
現
代
社
会
で
す
。

①
看
護
介
護
の
現
実
・
・
楽
に
綺
麗
に
終

わ
れ
な
い
現
実
を
知
ら
な
い
。

②
臨
終
ま
で
の
課
程
・
・
呼
吸
が
止
ま
る

瞬
間
に
も
立
ち
会
う
こ
と
が
難
し
い
。

御
高
齢
の
方
々
は
、
子
や
孫
に
、
自
身

の
死
を
伝
え
る
責
任
が
あ
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
次
世
代
の
人
が
、
先
人
の
死
を
受

け
止
め
て
こ
そ
、
生
き
て
い
る
自
覚
や
実

感
が
目
覚
め
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

中
高
生
の
自
死
と
向
き
合
っ
て
の
私
の

意
見
で
す
。
遺
書
を
拝
見
す
る
と
・
・
・

「
理
想
の
自
分
を
求
め
て
、
理
想
の
世
界
」

へ
旅
立
つ
趣
旨
が
目
立
ち
ま
す
。

バ
ー
チ
ャ
ル
な
世
界
「Y

o
u
T
u
b
e

、
ゲ
ー

ム
、S

N
S

、
ネ
ッ
ト
情
報
、
コ
ミ
ッ
ク
」
の

世
界
観
や
価
値
観
に
生
き
る
若
者
達
は
、

心
の
病
み
に
気
づ
か
ず
、
躊
躇
う
こ
と
な

く
踏
み
出
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

死
の
現
実
を
視
覚
聴
覚
臭
覚
触
覚
で
受

け
止
め
る
機
会
が
不
可
欠
な
世
界
に
私
た

ち
は
生
き
て
い
る
よ
う
に
考
え
ま
す
。

住
職
言

ま
だ
ま
だ
、
十
月
ま
で
は
猛
暑
が
続
き

そ
う
で
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
下
さ
い
。

「
東
本
願
寺
盂
蘭
盆
会
七
月
十
六
日
」

本
山
の
盂
蘭
盆
は
「
余
乗
（
他
宗
）
の
儀
式
」
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
、
「
世

間

通

途

の

義

に

順

ず

る

(

蓮
如
上
人)

」
扱
い
で
す
。

お
正
月
の
お
勤
め
同
様
に

軽
く
、
粛
々
と
内
々
に
勤

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

令
和
七
年
度

「
浄
恩
寺
報
恩
講
法
要
」

十
一
月
二
十
三
日
（
日
）
十
時

勤
労
感
謝
の
日

今
年
も
、
午
前
の
み
の
法
要
を
お
勤
め
し
ま
す
。

午
前
十
時
か
ら
お
勤
め
開
始
、

十
時
四
十
分
法
話
「
荒
山

優
氏
」

十
二
時
終
了

永
代
経
同
様
、
納
骨
堂
よ
り
、
お
骨
を
本
堂
に
安
置
し
て
、

先
人
と
共
に
聴
聞
す
る
法
会
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

暑
さ
で
「
仏
花
が
す
ぐ
に
枯
れ
て
し
ま
い
ま
す
」

立
て
替
え
し
て
も
、
四
日
ほ
ど
、
花
の
命
は
儚
い
。

猛
暑
で
、
冷
却
ス
ー
ツ
を
着
て
の

散
歩
す
る
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
エ
ア
コ
ン
の
効
い

た
お
家
が
一
番
。
夏
バ
テ
し
な
か
っ
た
の
が
何
よ
り
。

初
め
て
の
サ
ロ

ン

で

シ

ャ

ン

プ

ー

チ

ャ

レ

ン

ジ

が
で
き
ま
し
た
。


